
（注）備考欄には、主たる支出の内訳を記載する。  

令和７年度政務活動費収支報告書  

 

会派名   市民ネット   

 

１  収   入   政務活動費   ９３，６２５円  

 

２  支   出  

（単位 :円）  

科    目  金     額  備       考  

調 査 研 究 費    ２３ ,１２５  

令和８年  
1/27 兵庫県明石市   
1/28 兵庫県川西市  
交通費 10,125円、宿泊費 13,000円  

研 修 費 ７０ ,５００  

令和７年  
8/26～ 28 北海道札幌市  
全国市議会議長会研究フォーラム  
交通費 49,680円、宿泊費 11,600円、  
参加費 9,220円  

広 報 費 ０   

広 聴 費 ０   

資 料 作 成 費 ０   

資 料 購 入 費 ０   

合 計 ９３，６２５   

  

３  残   額     ２６，３７５円    



令和７年度　政務活動費支払明細 市民ネット

月日 行先 合計 費用項目 金額

1 令和7年 札幌市 70,500 交通費 1,200

8月26日～

8月28日

交通費 1,360

宿泊費 11,600

参加費 9,220

2 令和8年 23,125 交通費 4,360

1月27日～ 1/27明石市 交通費 100

1月28日 1/28川西市 交通費 460

　(会派合同視察)
交通費 1,859

宿泊費 13,000

合計 93,625

R8.1.27～28会派視察　費用按分表

（単位：円）

月日 内訳
公明党

（２人）

市民クラブ

（２人）

市民ネット

（１人）
計

1月27日 レンタカー 8,720 8,720 4,360 21,800

1月27日 駐車料金① 200 200 100 500

1月27日 駐車料金② 920 920 460 2,300

1月27日 燃料費 3,719 3,718 1,859 9,296

1月27～28日 高速料金 6,692 6,692 3,346 16,730

20,251 20,250 10,125 50,626

　　　中国豊中→中津川

1/27　ドーミーイン神戸元町

駐車料金②（費用按分）

株式会社共立メンテナンス

燃料費（費用按分）

中央紙運輸㈱ウエストポイント

1/27　中津川→大蔵谷

　　　大蔵谷→京橋

1/28　京橋→川西小花出

8/26　名鉄　金山→中部国際空港

8/26　ホテルルートイン札幌駅前北口

フォーラム参加費　9,000円

送金料金　220円

レンタカー代（費用按分）

中央紙運輸㈱ウエストポイント

駐車料金①（費用按分）

栄町パーキング

駐車料金（8/26～28）

リパーク中津川駅前

内容

航空券代金　往復

8/26　中部国際→新千歳　スカイマーク

8/27　新千歳→中部国際　ANA

合計

交通費 47,120

交通費 3,346
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会 派 視 察 研 修 報 告 書 

（市民ネット） 

報告者 黒田 ところ 

視察研修項目 地方議会議員のなり手不足問題の解決に向けて 

視察研修期日 令和７年８月２７日（水） 

視察研修先 
第２０回全国市議会議長会研究フォーラム in 札幌 

（開催地；北海道札幌市） 

視察研修参加者 黒田ところ 

視察研修目的 
 中津川市議会としても課題となっている、市議会議員のなり手不足問題

についての全国的な話を聞いてくる 

視察研修内容 

・８月２７日（水） 

基調講演 

「主権を預かる誇りと責任」元衆議院議長 伊吹文明氏 

パネルディスカッション 

「多様な人材の参画促進の観点から地方議会議員のなり手不足問題を 

考える」コーディネーター 辻  陽（近畿大学法学部教授） 

パネリスト  

牧原 出（東京大学教授）・白石洋一（読売新聞東京本社政治部次長） 

山下節子（山口県宇部市議会議長）・長内直也（北海道札幌市議会議長） 

パネルディスカッションでは、地方議会における無関心や不信、投票

率の低下や、このところの無投票当選や定員割れなど顕著に増加している

状況や、第 33 次地方制度調査会において「多様な人材が参画し住民に開か

れた地方議会の実現に向けた対応策に関する答申」（２０２２）では、「多

様な人材の参画を前提とした議会運営」「住民に開かれた議会のための取

組」や勤労者等の「立候補環境の整備」が求められる、といった部分の紹

介がありました。 

なり手不足問題に関する３つの論点の紹介 

・若者や女性、会社員などが立候補しやすい環境整備 

・議員定数、議員報酬のあり方 

・令和 5年地方自治法改正で地方議会及び議員の職務の明確化 

 

また、「資質と見識のある人材」に議員になってもらいたい、「現役世代が

立候補しやすい環境整備」「議員が十分に勉強できる環境整備が必要で、そ

れにより、議員力・議会力が向上し、執行部との有益な政策論争が可能と

なるようにする」などの発表がありました。 
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視察研修の 

まとめ・所見 

中津川市議会にとっても、有用な話題であり、まだまだ定数削減そのもの

への認識も学習も足りないと感じました。定数削減した後、この問題に取

り組むためにも、もっと開かれた議会、面倒だと思わないで積極的に活動

していく取り組み方、また議会だけでなく、市執行部側と双方の意識改革

もしていかなければと強く感じました。発表者の多くは前例にとらわれて

いないで、積極的に議員自らが進んで様々に取り組んでいました。 
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会 派 視 察 研 修 報 告 書 

（市民ネット） 

報告者 黒田 ところ 

視察研修項目 ＤＸの取組について 

視察研修期日 令和８年１月２７日（火） 

視察研修先 兵庫県明石市 

視察研修参加者 黒田ところ（合同視察 田口文数・糸魚川伸一・櫛松直子・松﨑誠） 

視察研修目的 先進市におけるＤＸへの取組み方や取り組み状況を視察研修してくる。 

視察研修内容 

１月２７日（火） 兵庫県明石市 

【研修項目】「市民にやさしいＤＸ（デジタル改革）の取り組みについて」 

効率的・効果的な行政運営を行う上での基本姿勢として「デジタル技術を

活用した自治体ＤＸの推進により、市民の利便性をさらに向上させるととも

に、業務効率化による人的資源の再配分により市民サービスのさらなる向上

を図る」 

その主な取組の３点、 

① 市民視点の行政サービスの実現 

行政サービスの利便性向上、窓口に行かなくても手続きができる。 具

体例は、住民票等のコンビニ交付、キャッシュレス決済、書かない窓

口、オンライン対面窓口他。 

② デジタル技術の活用による行政運営の効率化 

業務デジタル化、ペーパーレス化、働き方改革 

具体例は、情報システムの標準化等、ビジネスチャットの導入、電子

契約書、公文書電子化、デジタル人材育成、生成ＡＩの活用他。 

③ デジタル基盤の確立 

です。 

 

「意欲ある職員による手上げ式デジタル人材育成」 

制度スタート１年目２０名の募集に対して３０名が応募、２年目２９名、

3 年目１４名の応募があり、現在では６２名。構成メンバーの男女比がほぼ

同数。「デジタル推進員見本市」と題した発表の場があることなど説明を受

けました。 

視察研修の 

まとめ・所見 

明石市のＤＸの取組みの説明を聞いていて、いろいろな部署の若い職員が手

上げ方式で参加して、所属する部署のＤＸでの課題解決に取り組む様子や、

その発表の場を内部だけではなく公開で用意してモチベーションを高める

など、ＤＸの取組をやらされ感ではなく、明るさと意欲を感じました。新し

いことに取り組むために必要なことだと改めて感じ、その姿勢は見習いたい

と思いました。 

その他 
令和７年度のデジタル推進員見本市（2026.2･18-19）のチラシを添付しまし

た。 
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会 派 視 察 研 修 報 告 書 

（市民ネット） 

報告者 黒田 ところ 

視察研修項目 ＤＸの取組について 

視察研修期日 令和８年１月２８日（水） 

視察研修先 兵庫県川西市 

視察研修参加者 黒田ところ（合同視察 田口文数・糸魚川伸一・櫛松直子・松﨑誠） 

視察研修目的 先進市におけるＤＸへの取組み方や取り組み状況を視察研修してくる。 

視察研修内容 

１月２８日（水） 兵庫県川西市 

【研修項目】「直近５年のＤＸ関連の取り組みについて」 

 

令和２年のコロナ禍への対応を契機として、市長主導でＩＣＴ総合戦略会

議を新たに設置。取り組みの当初、令和２年から２年間、元全日空の社員を

採用した。当初は、道路台帳や住民台帳の整備に取り組む。 

また、職員の働き方改革にむけて新任の主査級４０名弱で「ポストコロナ

時代の働き方研究会」を設置、そこで検討された例としては市役所窓口開庁

時間で、検討の結果８時４５分～１７時１５分を９時～１７時と変更を実

施。 

その他、情報システム最適化指針に基づき、市民サービスのデジタル化を

最優先に、業務効率の向上に取り組む。オンライン申請のＬＯＧＯフォーム

導入で、利用状況は当初４００～５００件が現状１万件を超えている。他に

もテレワークやチャット、キャッシュレス決済、住民票等コンビニ交付等実

施。令和７年度から市ホームページへの生成ＡＩ導入。電子決済やペーパー

レス化が進み、コピー機の利用料が大幅に減少。 

今後はさらに、行かない市役所、書かない窓口の充実を目指していく。 

コロナ禍のピンチをチャンスと捉えて、ＤＸの推進体制ができ、実行につ

ながった。 

 

視察研修の 

まとめ・所見 

コロナ禍のピンチをチャンスと捉えたということで、コンビニでの住民票等

の交付や、市役所窓口のキャッシュレス化など市民の利便性向上に向けた部

分に積極的に取り組んでいました。 

中津川市も、少子化という大きな課題を抱える中で、少ない職員でいかに市

民サービスを維持するか、同時に仕事の効率をさらに上げていけるか、そし

て市民の利便性を向上させる取り組みがされるといいと思います。 

 

その他  
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